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わたしたちのマチの

景況レポート No. 27 

2021 年 7～9 月期実績・2021 年 10～12 月期見通し  

 

サルビア（あわじ花さじき） 

今日も 楽しい おつきあい 
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１．調査時期  ：2021年 7～9月期実績・2021年 10～12月期見通し 

 

２．調査方法  ：当金庫の営業店職員による「聴取り」調査 

 

３．調査企業数 ：675社 

製 造 業 151社 卸 売 業 101社 小 売 業 116社 

サービス業 116社 建 設 業 142社 不 動 産 業 49社 

 

４．調査地区  ：当金庫事業地区（洲本市、淡路市、南あわじ市、明石市、神戸市、芦屋市、西宮市、 

尼崎市、加古郡稲美町、加古郡播磨町、加古川市、高砂市、三木市） 

 

５．分析方法：Ｄ.Ｉ.（「良い」「増加」「上昇」の回答割合 －「悪い」「減少」「下降」の回答割合） 

※不変部分を除き、「良い」「悪い」のどちらの力がどれだけ強いかを調べる方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 プラス マイナス

業況 良い＞悪い 良い＜悪い

売上額 増加＞減少 増加＜減少

収益 増加＞減少 増加＜減少

販売価格 上昇＞下降 上昇＜下降

仕入価格 上昇＞下降 上昇＜下降

人手過不足 過剰＞不足 過剰＜不足

資金繰り  楽 ＞ 苦  楽 ＜ 苦

設備投資企業割合

前期（四半期）と比較した資金繰り　「楽」－「苦」

設備投資実施の有無

内容

調査時点での回答企業の業況　「良い」－「悪い」

前期（四半期）と比較した売上　「増加」－「減少」

前期（四半期）と比較した収益　「増加」－「減少」

前期（四半期）と比較した販売価格　「上昇」－「下降」

前期（四半期）と比較した仕入価格　「上昇」－「下降」

調査回答時点での人手　「過剰」－「不足」

　調査概要

【問合せ先】 

淡路信用金庫 業務部 

担当：簑田
み の だ

、樅木
もみのき

、三倉
み く ら

 

TEL：0120-22-1020 

　例

人手不足▲50とは

人手 　(1)過剰　(2)やや過剰　(3)適正　(4)やや不足　(5)不足

回答数を集計し、回答割合を算出

(1)過剰 (2)やや過剰 (3)適正 (4)やや不足 (5)不足 合計

回答数 35 35 210 280 140 700

回答割合 5.0% 5.0% 30.0% 40.0% 20.0% 100.0%

人手不足＝ 6010 － ＝ ▲50
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今期（2021 年 7～9 月期）の業況は▲26.2 となり、

前期（2021 年 4～6 月期）▲31.5 に比べ 5.3 ㌽改善

されたが、依然として新型コロナウイルス感染症の

影響が影を落としている。 

項目別では、売上額は▲13.9（前期▲21.5）と 7.6

㌽改善、収益もマイナス幅が前期比 6.7 ㌽縮小し▲

16.7 となった。販売価格では 4.1(前期▲0.4)と 4.5

㌽改善されるも、仕入価格が 31.3（前期 23.7）と上

昇したことで一層厳しさが増している。 

人手不足感については▲21.6(前期▲16.3)と 5.3 ㌽

悪化、資金繰りについても▲4.1(前期▲3.1)と 1.0

㌽の悪化となった。来期（2021 年 10～12 月期）の業

況についても▲32.4と6.2㌽の悪化を見込んでいる。

売上額が悪化予想の中、収益については改善の見通

しとなっているが、人手不足感は▲22.2 と今後も悪

化の見通し。 

 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

前期 今期 来期

　全業種

　業種別地区別天気図

地区

業種

2021年
4～6月

（前期）

2021年
7～9月

（今期）

2021年
10～12月

（見通し）

2021年
4～6月

（前期）

2021年
7～9月

（今期）

2021年
10～12月

（見通し）

2021年
4～6月

（前期）

2021年
7～9月

（今期）

2021年
10～12月

（見通し）

全事業地区
（675先）

淡路地区
（391先）

神明地区
（284先）

時期

総合

製造業

卸売業

小売業

サービス業

建設業

不動産業

▲ 70

▲ 60

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

20.9 20.12 21.3 21.6 21.9 21.12

(見通し)

D.I.

時期

全体 淡路 神明



3 
 

今期の業況は▲36.4（前期▲43.8）となり 7.4 ㌽

の改善となった。地区別の業況は、淡路地区▲

34.3(前期▲43.3)、神明地区▲38.1(前期▲44.2)と

共に改善となった。来期については業況が▲39.1 と

2.7 ㌽悪化する見通しながら、人手過不足も▲23.2

まで不足感が強まる予想となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況は▲32.7（前期▲35.0）となり 2.3 ㌽

改善となった。地区別の業況は、淡路地区▲38.7(前

期▲37.7)と 1.0 ㌽の悪化、神明地区は▲23.1(前期

▲30.8)と 7.7 ㌽の改善となった。来期は横這い見通

しの▲32.7 で、依然として低水準にとどまる。 

なお、売上額は悪化見通しであるが、販売価格・仕

入単価の改善により、収益はマイナス圏内ながらも

改善が見込まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

 

 新型コロナウイルスの感染拡大により飲食店など事

業者向け商品については、昨年は平時の 6 割程度まで

減少していたが、近時は回復の兆しを見せている。今

後は一般消費者向け商品の販売促進と、製造の効率化

に努め業績回復を目指したい。       （淡路） 

売上高はコロナ禍以前の水準まで回復している。パ

ート社員を含め、働きやすい環境整備を見据えた経営

を心掛け、安定した人員確保と併せて人材育成にも取

り組んでいる。              （神明） 

お客様の声 

前期 今期 来期

　製造業
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▲ 20
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20.9 20.12 21.3 21.6 21.9 21.12

(見通し)

D.I.

時期

全体 淡路 神明

再三発令される緊急事態宣言による先行き不透明

感から強い危機感を抱いている。また、自身の年齢と、

後継者が存在しない現状を踏まえ、事業承継対策の検

討も必要であると考えている。       （淡路） 

新築マンション向け大口受注により、業績は維持で

きているが、ウッドショックや資材高騰の影響もあ

り、販売先工務店の業績悪化を危惧している。また、

人材確保が困難な状況が長期化しているため、協力会

社との関係性を強化させていく必要がある。 (神明) 

お客様の声 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

▲ 70

▲ 60

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

10

20

30

20.9 20.12 21.3 21.6 21.9 21.12

(見通し)
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全体 淡路 神明
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　卸売業
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今期の業況は▲41.4(前期▲45.7)となり 4.3 ㌽改

善となった。地区別では、淡路地区▲44.6(前期▲

37.3)と 7.3 ㌽の悪化、神明地区▲33.3(前期▲66.7)

で 33.4㌽改善となったが依然として厳しい状況であ

る。来期は業況、収益などは改善の見通しであるが、

依然として低水準にとどまり、人手過不足は▲19.8

と 1.7 ㌽悪化する見通し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況は▲37.9(前期▲45.5)となり 7.6 ㌽改

善となった。地区別の業況は、淡路地区▲33.8(前期

▲43.5)、神明地区は▲44.4(前期▲48.8)と共に改善

となった。特に淡路地区にて夏季休暇などの季節的

要因により今期は改善したが、来期は▲39.7 と悪化

の方向に傾いており、コロナ禍の先行き不透明感か

ら依然として厳しい状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

前期 今期 来期

　小売業

 

緊急事態宣言の影響を危惧していたが、大きな影響

はなく、例年通り夏休みの繁忙期に入り観光客が増加

した。業界全体が人手不足に陥っており、継続的な雇

用確保は大きな課題である。         (淡路） 

緊急事態宣言の発令などコロナ禍の影響は多大であ

る。時短協力金などのコロナ関連助成金、アルバイト

従業員の抑制により、大幅減収に対し利益確保はでき

ているが、正常な営業状況には程遠い。   （神明） 

 

お客様の声 

 

新型コロナウイルス感染拡大で店舗への来店客が減

少。イベントの中止も余儀なくされ販売機会を失って

いる。プレミアム商品券の効果も限定的で、機会ロス

を補填するには至っていない。       （淡路） 

一般個人向け売上は好調であるが、飲食店関係者等

の来店頻度が減少し、売上は平時の 90％程度で推移し

ている。長期労働是正・最低賃金上昇など人材確保に

向けた問題も山積している。        （神明） 

お客様の声 
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　サービス業
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今期の業況は▲2.1(前期▲6.4)と 4.3 ㌽改善とな

った。地区別の業況は、淡路地区は▲1.2（前期▲7.5）、

神明地区は▲3.3（前期▲5.0）と共に改善となった。

来期は▲24.6と22.5㌽の大幅悪化となる見通しであ

る。人手過不足は▲42.3 と依然として高く、慢性的

な人手不足の状態が窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況は 12.2(前期 8.2)と 4.0 ㌽改善となっ

た。地区別の業況は、淡路地区は 22.2（前期 25.9）

と 3.7 ㌽悪化したが依然高水準を維持し、神明地区

も 0.0（前期▲5.0）と 5.0㌽改善した。 

来期の業況は淡路地区にて 14.8 ㌽と大幅悪化す

ることから、全地区にて 4.1 と 8.1 ㌽悪化の見通し

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の影響もあり、移住地・リゾート地として

淡路島の不動産需要が高まっており、不動産の取引価

格が上昇傾向にある。売買・賃貸ともに問い合わせ件

数、商談件数ともに増加している。     （淡路） 

 ウッドショックの影響で建築木材価格が高止まり

し、建築費用が増加している。分譲用商品土地が不足

している事に加え、建築費用の高騰から土地仕入の選

定について慎重にならざるを得ず、在庫が減少してい

る。                   （神明） 

お客様の声 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

 

コロナ禍を背景としたリモートワークなどの普及に

より、淡路島への移住希望者が増加し、新築・リフォ

ームに対するニーズが増えている。一方でウッドショ

ックの影響、資材高騰の問題もある。    （淡路） 

工事現場での徹底した感染防止対策が求められてい

るが、現状コロナ禍の影響は限定的で、受注状況は回

復基調で推移している。しかし、資材高騰、慢性的な

人手不足など不安材料は多い。        （神明） 

お客様の声 
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　 建設業
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 問１ 人手の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問２ 最低賃金の引上げが雇用に与える影響 

 

 

問３ 職場環境改善へ向けて実施していること 

 

 

 

人手の状況の認識については、「適正」が 57.9％と最も多く、「不足」が 37.8％で続いた。「過剰」は 4.3％

にとどまった。「不足」の内訳としては、「現場作業関係」が 31.1％を占め、以下「営業・販売関係(4.4％)」、

「経理・財務・管理関係(1.6％)」、「その他の職種(0.7％)」と続いた。 

最低賃金の引上げが雇用（正規社員、非正規社員）に与える影響については、正規社員については 71.4％、

非正規社員については 44.0％で「変わらない」との回答になった。 

懸念されている「(雇用を)減らす」については、正規社員で 1.6％、非正規社員で 1.3％にとどまっ

た。なお、「もともといない」は、正規社員で 9.3％、非正規社員で 37.4％あった。  

人材確保のための職場環境改善へ向けて実施していることについては、「人材育成」が 20.9％、「賃金引

き上げと労働生産性の向上」が 19.1％、「長期間労働の是正」が 15.4％となった。 

対して、「特にない」は 48.4％と、全体の 5 割弱が人材確保のための職場環境改善策を実施していないと

の結果になった。 

特別調査 「中小企業の事業継続について」 

不足, 37.8%

適正, 57.9%

過剰, 4.3%

現場作業関係 31.1% 

営業・販売関係 4.4% 

経理・財務・管理関係 1.6% 

その他の職種 0.7% 

 

37.4%

8.7%

8.6%

44.0%

1.3%

9.3%

9.3%

8.4%

71.4%

1.6%

もともと非正規社員はいない

わからない

増やす

変わらない

減らす

もともと正規社員はいない

わからない

増やす

変わらない

減らす

非
正

規
社

員
へ

の

影
響

正
規

社
員

へ
の

影

響

現場作業関係 2.7% 

営業・販売関係 1.0% 

経理・財務・管理関係 0.3% 

その他の職種 0.3% 
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 問４ 生産性向上に向けた取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問５ 人材育成や確保のために、地域金融機関に対して融資以外の点で求めること 

人材確保が難しくなるなかにおける生産性向上に向けた取組みについては、「働きやすい環境や制度の

整備」が 20.6％と最も高く、以下、「機械設備の導入」が 16.0％、「人材育成の実施」が 14.5％と続いた。 

対して、「特にない」が 48.3％と全体の 5 割弱が生産性向上に向けた取組みをしていないとの結果とな

った。 

人材育成や確保のために、地域金融機関に対して融資以外の点で求めることについては、「補助金・助成

金の紹介」が 44.0％と、ほかの選択肢と比較し圧倒的に多くの回答を集めた。 

一方、「特に求めていない」は 39.9％となった。 

 

39.9%

2.8%

10.4%

2.8%

2.1%

5.8%

44.0%

7.4%

0.7%

13.5%

特に求めていない

福利厚生サービス等の利用提案

他企業の先進事例紹介

従業員研修の実施

社労士等の専門家紹介

採択にかかる情報提供

補助金・助成金の紹介

人材マッチングサービスの活用

取引先金融機関の人材を派遣

人材の紹介・派遣

特別調査 「中小企業の事業継続について」 

 

89.3% 89.3％ 89.3%

ぱ 

 

48.3%

20.6%

14.5%

0.7%

9.8%

6.5%

12.3%

4.4%

7.3%

16.0%

特にない

働きやすい環境や制度の整備

人材育成の実施

M&Aなどの事業再編による規模の拡大

業務プロセスの改善

高付加価値業務への集中・転換、単価の引上げ

業務の外注

企業間連携による業務の共同化等

IT投資の実施

機械設備の導入

 

48.4%

5.2%

3.9%

8.9%

13.0%

3.4%

20.9%

15.4%

19.1%

4.4%

特にない

外国人等多様な人材の受入れ

病気の治療、子育て・介護と仕事の両立

高齢者の就業促進

女性・若者が活躍しやすい環境整備

テレワーク、副業・兼業など柔軟な働き方

人材育成

長期間労働の是正

賃金引き上げと労働生産性の向上

同一労働同一賃金など非正規社員の処遇改善
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わたしたちのマチの元気企業 ⑲ 
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わたしたちのマチの元気企業 ⑳ 

高砂プラント株式会社 

「配管を繋ぐ」「企業を繋ぐ」 

「人々を繋ぐ」を大切に 

これからの社会に貢献します。 

会社概要 

弊社は配管工事業者として、ごみ処理施設工事、バイオマス発電

所建設工事などの環境・エネルギー分野の配管工事を手掛けており

ます。 

 社歴は浅くともわが社の強みは、環境・エネルギー分野に対する技

術や知識が高く、お客様からの高い評価と信頼関係を獲得し、日本

のトップ企業と直接取引を実現しています。 

 これから近代化する産業の技術、お客様のニーズに迅速、正確に

お応えできるよう、新しい技術・知識を追求し、満足いただける良い

仕事を提供していきたいと鋭意努力してまいります。 

 今後も全国各地に高砂プラントの工事実績を残し、そして地域社

会への貢献ができるよう躍進してまいります。 

(実績現場) 熊本県                 東京都 

菊池新環境工場（ゴミ処理施設）        浅川清流新可熱ごみ処理施設 

 

お客様からの高い評価と 

信頼関係を獲得していけるよう、 

鋭意努力してまいります。 

高砂プラント株式会社 
本社(事務所・工場) 
〒675-1105 
兵庫県加古郡稲美町加古 1004-40 
TEL (079)492-9733 
FAX (079)492-9734 
加古川事業所(事務所・工場) 
〒675-0113 
兵庫県加古川市平岡町中野 582-10 
TEL (079)439-9109 

自社工場紹介 

新しい技術・知識を追求し、 

満足いただける良い仕事を 

提供していきます。 

（本  社）                    （加古川事業所） 

               

 

 

 

     

 

       （工場内）                       （工場内） 

 

 

 

 

 

 

当社では、管材・鋼材 200t 以上の受入れ実績をはじめ屋内管理から、制作・

塗装・出荷までの高品質の製品を現地納入しお客様から高い評価を頂いて

おります。 

■当社の強み 

◉制作・現地取付・耐久(立会対応)・仕上げの一環請負 

◉国内最大級の焼却場建設配管工事の実績 

◉個々の専門性を磨き、無駄のない組織 

◉時代の変化に即対応し、新たなチャレンジ精神 

主要設備 

溶接装置  ●CO2半自動溶接機…５台 ●自動回転式溶接台…４台 

●TIG 溶接機…１０台 

●直流及び交流アーク溶接機…７台 

切断装置  ●バンドソー…８台 

●回転式電動パイプカッター…２台 

●ネジ切リ…３台 ●プラズマ切断機…２台 

●アングル加工機……２台 

車輌・重機  ●ユニック車(4ton) …１台 ●普通自動車…５台 

●トラック(2ton) …２台 ●天井クレーン…７台 

●フォークリフト…２台 ●高所作業車…３台 


